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嗣
噺

　
最
近
、
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販

売
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
あ
た
か
も
消
防
職
員
で
あ
る
か
の

　
　
　
　
　
　
　
も

よ
う
な
ふ
る
ま
い
や
、
一
般
家
庭
に

も
消
火
器
の
設
置
お
よ
び
点
検
の
義

務
が
あ
る
か
の
よ
う
な
態
度
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
消
火
器
の
製
造
販
売
規
定
は
、
昭

和
五
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
一
部

改
正
に
な
り
、
販
売
業
者
に
よ
る
旧

規
格
の
消
火
器
は
販
売
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
消
費
者
の
使

用
期
間
は
昭
和
六
十
七
年
十
一
月
三

十
日
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

難　
旧
規
格
品
が
設
置
し
て
あ
れ
ば
、

買
い
換
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
販
売
業
者
の
口
車
に
乗
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
消
火
器
を
設
置
し
点
検
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
設

置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
購
入
す
る

と
き
は
信
用
あ
る
販
売
店
か
ら
。

春
季
火
災
予
防
運
動

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
・
署
・
消

防
団
で
は
、
四
月
一
日
～
七
日
ま
で

「
春
季
火
災
予
防
運
動
」
を
展
開
し

ま
す
。
期
間
中
に
は
、
消
防
職
員
・

消
防
団
員
が
各
事
業
所
、
危
険
物
施

設
の
ほ
か
、
一
般
住
宅
に
も
火
の
元

検
査
に
う
か
が
い
ま
す
。

　
毎
年
春
に
は
、
田
畑
の
周
囲
の
枯

草
焼
き
や
山
菜
採
り
の
タ
バ
コ
の
不

始
末
か
ら
、
林
野
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
充
分
ご
注
意
を
。

　
～
あ
と
で
よ
り

　
　
い
ま
が
大
切
　
火
の
始
末
～

有
蜜
．
鐵
欝
懸

別
醸
鰯
禦
懲
攣
す

　
乾
電
池
に
は
水
銀
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設

組
合
で
は
、
埋
立
地
の
環
境
汚
染
を

防
ぐ
た
め
、
こ
の
使
用
済
乾
電
池
を

「
有
害
ゴ
ミ
」
と
し
て
別
に
収
集
し

ま
す
。

　
出
す
日
は
、
毎
月
一
回
粗
大
ゴ
ミ

の
収
集
日
と
同
じ
で
す
。
乾
電
池
と

わ
か
る
よ
う
に
、
ハ
ッ
キ
リ
袋
や
ダ

ン
ボ
ー
ル
箱
に
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

固定資産課税台帳を縦覧
　昭和60年度固定資産の課税台帳をつぎ

のとおり縦覧します。

◎縦覧場所　市役所税務課

◎期間．4月8日～4月27日

　　　　（日曜日は除く）

◎時問　・平日　午前8時30分～午後5時

　　　　・土曜　午前8時30分～正午

　なお、課税台帳の登録事項についての

審査申出期間は、縦覧の初日から末日後

10日までの間で、つぎに該当する場合に

限られます。

●昭和59年中に土地の地目変更などがあ

　った場合

●昭和59年中に家屋の新増築、取りこわ

　しのあった場合

●昭和60年度分として価格が決定された

償却資産

　
過
去
の
地
す
べ
り
発
生
状
況
を
み

る
と
、
三
割
以
上
が
融
雪
期
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　
早
期
の
異
変
発
見
に
よ
り
、
地
す

べ
り
被
害
の
軽
減
と
災
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
況
が

見
う
け
ら
れ
た
ら
、
市
・
建
設
課
維

持
管
理
係
（
盈
五
七
i
三
一
一
一
⑳

二
六
三
・
二
六
七
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

市
民
と
語
る
日
再
開
ー
4
月
－
日
－

屋
根
融
雪
シ
ス
テ
ム
設
置
者
と

　
冬
期
間
中
止
し
て
い
た
「
市
民
と

語
る
日
」
を
、
四
月
一
日
働
か
ら
再

開
し
ま
す
。

　
今
年
の
語
る
日
は
、
市
の
重
点
施

策
を
行
政
と
市
民
が
共
に
考
え
、
知

恵
を
出
し
合
う
場
と
位
置
づ
け
、
そ

の
対
象
を
市
内
の
各
種
機
関
、
組
織
、

団
体
な
ど
と
明
確
化
し
ま
し
た
。

　
青
年
、
婦
人
団
体
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

進
出
企
業
、
教
育
関
係
者
な
ど
幅
広

い
層
と
座
談
会
・
討
論
会
形
式
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
回
目
の
四
月
一
日
に
は
、
午
後

三
時
～
五
時
ま
で
、
保
健
セ
ン
タ
i

集
団
指
導
室
で
「
屋
根
融
雪
シ
ス
テ

ム
設
置
者
」
と
の
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
出
席
者
は
決
め

て
あ
り
ま
す
が
、
興
味
を
お
持
ち
の

①
井
戸
水
、
湧
水
、
留
池
な
ど
の
水

が
急
に
か
れ
る

②
水
田
の
水
も
ち
が
悪
く
な
る

③
木
の
根
が
さ
け
る

④
地
下
に
住
む
小
動
物
が
家
屋
内
に

は
い
っ
て
く
る

⑤
地
す
べ
り
く
ぼ
地
の
上
方
の
急
傾

地
面
に
亀
裂
が
生
じ
る

⑥
地
鳴
り
、
家
鳴
り
が
き
こ
え
る

⑦
山
肌
の
岩
石
が
ボ
ロ
ボ
・
崩
れ
る

昨年5月の「北越北線」をテーマにした語る日

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

一4月の日曜営業
　　ガソリンスタンド（輪番制）

7日　龍己石油仙田給油所

　　　㈱新潟ケンベイ美雪町給油所

　　　アイランド商会上島給油所

14日　川西農協川西農協給油所

　　　㈱山松商店十日町バイパス給油所

　　　小林石油㈱十日町給油所

21日　米岡石油㈱川西町給油所

　　　㈱村山石油十日町給油所

　　　㈱村山商会十日町中央給油所

28日は営業フリー日です。

｝各種相談へ『
〈交通事故相談〉　4月1日（月）

〈定例行政相談〉　4月18日（木）

〈巡回内職相談〉　4月19日（金）

時間10：00～15100　会場市役所市民相談室
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．
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．
．
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．
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．
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．
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・
亀
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、
づ
噌

十日町織物工業協同組合

　理事長吉沢慎一さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
意
識
と
し
で
“
き

も
の
産
業
”
の
復
活
、
振
興
を
期
待
し

て
い
る
中
で
そ
の
熱
い
眼
差
し
…
…
期

待
に
答
え
る
べ
く
織
物
業
界
が
襟
を
正

し
て
新
し
い
展
開
へ
歩
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
か
ら
始
め
た
き
も
の
ク
ロ
ス
デ

ー
は
、
き
も
の
首
都
構
築
の
第
一
歩
。

、
ミ
．
唱
◆
二
讐
一
・
◆
二
一
7
◆
一
…
・
・
◆
一
一
マ
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p
一
一
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・
◆
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◆
曹
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，
一
マ
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…
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◆
三
マ
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嘗
…
7
◆
一
『
一
マ
◆
一
…
7
◆
－
…
7
◆
…
・
◆
一
＝
マ
◆
一
一
＝
・
◆
曹
…
7
◆
一
一
一
7
◆
一
…
・
◆
一
…
・
◆
三
一
・
・
◆
一
…
一
・
◆
乙
一
言
◆
，
一
窟
、
．
◆
ド

大きな時代の流れの中で、新しい21世紀へ

地域の織物産業が躍動的な動きを見せていま

す。　“きもの首都、づくりへのアプローチと

　して、きもの情報ネットワーク、クロスデー、

　ミニコミュニティ、そしてきもの大賞への動

　　きなど、今、需要減少というきびしい状況下

　　で、「きもので生きる」という業界の新しい

　　　戦略をレポートしました。

　　　　地域活性化が必要とされている今、ひと1）

　　　　ひとりが“地場産業、を考えなければならな

　　　　いときでもあります。

きもの情報ネットワーク

き
も
の
業
界
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
強
化
の
た
め
、
昭
和
五

九
年
度
か
ら
五
ヵ
年
間
計
画

で
実
施
さ
れ
る
も
の
。
東
京

通
産
局
の
補
助
事
業
に
よ
る

も
の
で
、
大
き
く
分
け
る
と

ω
情
報
機
能
委
員
会
の
設
置

ω
情
報
二
ー
ズ
調
査

⑬
情
報
シ
ス
テ
ム
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

市
場
の
情
報
が

広
く
、
正
確
に
収
集
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
。
現
在
ま
で
に
、

全
国
小
売
店
の
も
の
約
四
千
店

＠
シ
ス
テ
ム
の
開
発

な
ど
に
な
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
き
も
の

　
　
、
い
か
に
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

き
も
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
発
や
剥

四
月
に
開
催
す
る
新
し
い
形
態
の
総
合
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

求
評
会
な
ど
が
連
動
し
て
の
『
き
も
の
』
劃

の
に
お
い
の
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
何
ん
吟

と
か
し
た
い
．
　
　
　
　
　
　
　
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
今
ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

う
こ
と
は
「
き
も
の
大
賞
」
の
制
定
。
　
創

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
開
発
、
昭
和
と
い
う
納

平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
後
世
に
残
せ
瞭

る
デ
ザ
イ
ン
化
、
感
性
に
対
応
し
た
科
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吟

学
体
系
の
中
の
商
品
　
　
以
上
三
点
を
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堕

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
も
の
で
、
全
日
本
窃

き
も
の
振
興
会
で
の
事
業
化
と
し
て
結
堕

び
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
　
　
　
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
、

の
情
報
を
入
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

経
済
研
究
所
の
デ
ー
タ
や
、
織
協
青
年

部
会
の
人
達
が
全
国
各
地
の
市
場
調
査

（
全
国
二
百
店
を
対
象
に
今
年
三
月
に

実
施
）
に
よ
る
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
も

の
。
情
報
化
社
会
の
中
で
、
販
売
促
進

活
動
の
新
し
い
戦
略
と
し
て
そ
の
期
待

さ
れ
る
効
果
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
　
〈
ク
ロ
ス
ー
0
内
四
階
の
情
報
収
集
室

2



総合求評会（匙≧、据●）
購は（西本肋

縛市総合輪
　　4月10日㈱・11日（木）

“光と影“の展示構月

による各メーカー壮

なプレゼンテーショ；

　4月12日㈹10：00～16：00

＼無料＿舩開．

今
年
開
催
さ
れ
る
”
十
日
町

織
物
総
合
求
評
会
”
の
テ
ー

マ
は
「
時
代
へ
の
共
感
ー
ト

レ
ン
ド
・
オ
ン
8
5
」
。
（
ト
レ

　
　
　
　
　
　
つ

ン
ド
ォ
ン
と
は
、
常
に
時
流

を
と
ら
え
る
と
い
う
意
味
。
）

時
代
を
見
据
え
た
各
メ
ー
カ

ー
の
き
も
の
が
訪
れ
る
人
た

ち
に
コ
コ
ロ
の
共
感
を
呼
ぶ

　
　
　
成
扶
ろ

は
ず
の
も
の
。
今
年
か
ら
は
、
初
め
て

一
般
の
方
々
に
も
無
料
公
開
し
ま
す
。

　
十
日
町
き
も
の
の
現
状
を
一
人
で
も

多
く
の
市
民
が
認
識
す
る
機
会
と
し
た

い
も
の
で
す
。

きものクロスデ・一

ク
ロ
ス
と
い
う
意
味
に
は
、

衣
服
を
身
に
ま
と
う
、
交
わ

る
こ
と
な
ど
。
今
年
一
月
か

ら
、
織
物
業
界
を
中
心
に
生

活
の
中
で
さ
り
げ
な
く
き
も

の
を
着
る
日
と
し
て
動
き
出

し
た
運
動
で
す
。
毎
月
第
三

火
曜
日
に
と
り
あ
え
ず
着
物

で
仕
事
を
〃
”
と
い
う
も
の
で

す
。
昨
今
で
は
、
織
物
産
業

3月20日きもので集合した
「きものまつりを考える会」の皆さん

に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
職
員
、
飲
食
店
な
ど

と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
運
動
が
伸
び
つ

つ
あ
り
ま
す
。
「
思
っ
た
よ
り
疲
れ
な
い

も
の
」
と
仕
事
を
し
な
が
ら
初
め
て
き

も
の
を
着
た
人
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

Being（きもの生活情報誌）
黛私たちのきもの讃歌“から

ま
す
．
昔

に
糸
を
紡
ぐ
母
、

し
て
織
っ
て
く
れ
た
姉
、

も
大
切
に
し
て
あ
り
ま
す
。

見
て
、
あ
あ
紬
だ
…
…
な
つ
か
し
さ
に

B
e
i
n
9
8
4
秋
号
の
中
で

　
　
　
　
　
つ

業
界
と
読
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
ト
の
一
端
と
し
て
レ
ポ
ー

ト
を
募
集
し
ま
し
た
。
約
八

○
通
の
人
が
応
答
。
　
一
九
歳

か
ら
六
三
歳
ま
で
の
幅
広
い

層
か
ら
い
た
だ
い
た
と
の
こ

と
。
　
「
信
州
の
養
蚕
農
家
で

育
っ
た
私
に
は
、
紬
は
母
や

姉
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ

、
日
だ
ま
り
の
庭
先
で
一
心

　
　
　
そ
の
糸
を
手
染
め
に

　
　
　
　
　
　
そ
の
紬
は
今

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
本
を

じ
ー
ん
と
目
頭
が
熱
く
な
る
思
い
が
し

ま
し
た
。
か
る
ー
く
、
暖
か
く
、
紬
の

ぬ
く
も
り
を
遠
く
忘
れ
て
い
た
様
な
気

が
し
ま
す
…
：
西
　
（
静
岡
県
の
五
〇
歳

の
主
婦
の
人
）
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
自

ら
の
き
も
の
感
を
伝
え
て
来
て
い
ま
す
。

情
報
誌
の
も
つ
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
機
能
と
い
え
ま
す
。

イ一
ア

ニユ
、
、
、

コ　ニ
モ
ヤ
ヤ

のもき

市
内
の
金
融
機
関
を
訪
れ
た

と
き
に
、
き
も
の
展
示
を
見

た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
業
界
が
新
た
に
試

み
て
い
る
“
き
も
の
ミ
ニ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
”
で
、
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
へ
の
大
切
な
、
小

さ
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

も
っ
た
い
な
や
「
き
も
の
」

「
そ
ば
」
鬼
に
金
棒
の
資
源

　轟
本間朗さん

　
十
日
町
を
訪
れ
る
人
は
、
そ
し
て
私

ら
転
勤
族
は
、
当
地
で
全
く
同
じ
驚
き

と
落
胆
を
体
験
す
る
。
き
も
の
産
業
の

メ
ッ
カ
と
自
他
共
に
認
め
る
街
の
中
に

き
も
の
が
無
い
の
だ
。
見
れ
な
い
、
着

れ
な
い
、
買
え
な
い
、
そ
し
て
音
も
し

な
い
不
思
議
さ
。

　
観
光
、
活
性
化
の
面
か
ら
、
私
は
何

ん
と
も
っ
た
い
な
い
こ
と
か
、
と
訴
え

た
。
だ
が
「
産
地
だ
か
ら
一
般
の
人
に

は
無
関
係
」
　
「
ツ
テ
で
行
け
ば
な
ん
と

か
」
と
い
っ
た
悲
し
い
反
応
が
ほ
と
ん

ど
。
そ
し
て
人
々
は
、
十
日
町
に
誘
客

で
き
る
観
光
資
源
の
不
足
を
憂
い
、
豊

か
な
緑
の
活
用
、
温
泉
開
発
、
名
所
旧

蹟
整
備
を
は
じ
め
、
実
現
不
可
能
な
セ

ッ
ク
ス
産
業
誘
致
ま
で
提
案
が
…
。

　
き
も
の
し
か
な
い
十
日
町
、
い
や
、

他
の
地
域
に
は
逆
立
ち
し
て
も
無
い
き

も
の
産
地
と
い
う
巨
大
な
財
産
を
、
単

に
働
く
場
所
と
す
る
考
え
方
か
ら
脱
皮

で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
奥
越
後
・

十
日
町
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
点
を
見

る
。
伝
統
と
雪
に
育
ま
れ
た
き
も
の
フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
、
と
で
も
日
本
中
の
女
性

に
胸
を
張
っ
て
自
己
主
張
し
て
ほ
し
い
。

団
体
の
物
見
遊
山
旅
行
か
ら
家
族
や
小

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
目
的
観
光
が
圧
倒
的

な
現
在
、
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

こ
の
地
特
有
の
観
光
資
源
と
な
る
は
ず
。

　
女
性
（
結
果
的
に
は
男
性
も
一
緒
に

来
る
）
と
い
え
ば
、
食
い
物
に
通
じ
る
。

そ
こ
に
、
き
も
の
同
様
、
先
人
達
が
築

い
た
「
十
日
町
そ
ば
」
の
名
声
が
も
の

を
言
う
。
伝
統
あ
る
風
味
と
ダ
イ
エ
ッ

ト
・
健
康
食
品
の
代
表
だ
か
ら
だ
。

　
独
特
の
地
元
産
業
や
名
物
で
誘
客
、

活
性
化
を
図
り
な
が
ら
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
界
で
は
不
可
欠
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ

ー
チ
が
居
な
が
ら
に
し
て
可
能
と
な
る
。

　
（
新
潟
日
報
社
十
日
町
支
局
長
）

今
の
十
日
町
、
た
よ
れ
る
も
の
は

”
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
”関口純夫さん

　
今
、
十
日
町
に
存
る
も
の
は
、
と
に

か
く
”
雪
と
き
も
の
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
”
。

地
域
の
低
迷
は
、
他
力
本
願
だ
っ
た
こ

と
が
理
由
の
第
一
。
地
域
の
活
性
化
の

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
”
動
く
”

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
き
も
の
に
関

し
て
も
、
そ
の
産
業
発
展
の
た
め
に
も

イ
ベ
ン
ト
の
み
に
頼
る
の
は
ダ
メ
。
基

本
的
、
本
質
的
に
、
市
民
皆
ん
な
が
ど

う
と
ら
え
る
か
が
最
優
先
の
課
題
だ
。

織
物
の
五
九
年
の
販
売
額
を
人
口
で
割

る
と
一
人
あ
た
り
約
七
十
万
円
と
な
る
。

こ
れ
だ
け
の
地
場
産
業
は
全
国
他
の
地

域
で
は
考
え
ら
れ
な
い
は
ず
。
こ
う
し

た
こ
と
を
市
民
全
体
で
認
識
し
な
け
れ

ば
…
…
。
例
え
ば
、
き
も
の
の
五
万
市

民
総
セ
ー
ル
ス
な
ど
の
意
識
の
中
で
可

能
な
こ
と
を
、
も
っ
と
考
え
、
話
し
合

う
場
が
必
要
と
考
え
る
。

「
き
も
の
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
」
十

日
町
を
多
く
の
人
が
理
解
、
認
識
し
て

ゆ
く
な
ら
決
し
て
悪
い
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
自
分
自
ら
も
、
き
も
の
を
着
る
機

会
を
多
く
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
。

（
青
年
会
議
所
2
1
世
紀
委
員
会
・
委
員
長
）
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〈
水
道
事
業
の
現
状
〉

　
市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
三
十
二

年
十
二
月
の
上
水
道
給
水
開
始
以
来
、

給
水
人
口
四
万
五
、
二
八
三
人
（
上

水
道
二
万
九
、
四
二
〇
人
、
簡
易
水

道
一
万
五
、
八
六
三
人
）
普
及
率
九

三
・
一
％
と
順
調
に
伸
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
上
水
道
の
水

源
は
信
濃
川
右
岸
の
浅
井
戸
か
ら
取

水
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年

自
然
条
件
と
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

冬
季
間
浅
井
戸
が
枯
渇
状
態
と
な
り
、

取
水
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
い
、
今

後
は
深
井
戸
あ
る
い
は
表
流
水
の
併

用
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
水
源
を
深
井
戸
に
求
め

る
場
合
に
は
、
水
質
面
か
ら
除
鉄
装

置
の
新
設
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
膨

大
な
投
資
、
利
子
、
減
価
償
却
な
ど

多
大
な
経
費
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に

他
施
設
の
老
朽
化
、
施
設
改
良
、
維
持

管
理
費
の
増
大
と
財
政
的
に
極
度
に

ひ
っ
迫
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
本

年
度
の
真
田
地
区
新
設
を
加
え
て
二

〇
地
区
に
給
水
し
て
お
り
、
今
後
と

も
未
普
及
地
域
解
消
に
努
め
ま
す
。

し
か
し
、
当
市
は
豪
雪
地
の
上
、
施

設
が
散
在
し
て
お
り
、
そ
の
維
持
管

理
に
困
難
を
き
わ
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
膨
大
な
投
資
、
利
子
、

償
還
金
、
維
持
管
理
費
の
増
大
に
よ

り
、
簡
水
事
業
で
も
財
政
的
に
非
常

に
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
に
お
か

れ
て
い
る
水
道
事
業
で
は
、
上
水
・

簡
水
会
計
と
も
に
、
本
年
度
決
算
は

大
幅
な
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
議
会
で
慎
重
に
審
議

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
四
月
（
六

月
徴
収
分
）
よ
り
料
金
改
定
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
改
定
後
の
新
料
金
は
、
左
ぺ

ー
ジ
早
見
表
の
と
お
り
で
す
。

〈
水
道
局
か
ら
お
願
い
〉

●
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
新
料
金
へ
の
切
り
か
え
の
た
め
、

四
月
・
五
月
に
は
全
戸
検
針
を
行
い

ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
ド

ラ
ム
缶
な
ど
物
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
が
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る

方
は
、
掘
り
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
転
居
の
届
け

・
春
先
き
は
、
就
職
・
転
勤
な
ど
住

所
移
動
の
多
い
時
期
で
す
。
転
居
す

る
と
き
は
、
水
道
料
金
の
精
算
を
し

ま
す
の
で
二
～
三
日
前
に
水
道
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
漏
水
発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
春
先
き
は
漏
水
の
多
発
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
発
見
さ
れ
た
方
は
、
す
ぐ

水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
漏
水

の
場
所
と
状
況
、
名
前
と
住
所
、
道

順
や
目
標
に
な
る
も
の
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
個
人
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
漏
水

し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

道
出
企
禦
環
種
は
佛
び
た
も
の
の

製
遣
品
出
荷
額
等
ほ
六
量
六
億
円
侶
と
ど
ま
る

昭
和
五
十
九
年
工
業
統
計
調
査
・
概
数

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
の

結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幽
事
業
所
数

　
繊
維
工
業
製
品
が
一
九
八
事
業
所

（
一
三
・
五
％
）
減
少
し
た
の
が
影

工業統計調査結果速報（概数）

響
し
、
前
年
対
比
で
一
八
三
事
業
所

（
一
一
・
三
％
）
の
減
少
と
な
り
、

一
、
四
四
〇
事
業
所
で
し
た
。
今
回

の
調
査
で
も
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
八
年
連
続
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

囹
従
業
者
数

産業中分類
昭　和　58　年 昭和59年（概数） 比　較　増　減

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等 事業所数 従業者数 製造品出荷額等

総　　　　　　　　数 1，623 7，228人 6，506，672畠 1，440 7，241人 6，358，627再 △183 13人 △148，045高

食　　　料　　　品 33 288 247，951 33 294 265，378 0 6 17，427

繊維工業製　品 1，466 5，235 5，067，283 1，268 4，635 4，116，531 △198 △600 △950，752

衣服・その他の繊維製品 11 91 26，249 14 136 26，479 3 45 230

木材　・　木製　品 14 37 26，915 15 44 30，173 1 7 3，258

家具　・装備品 20 95 64，247 19 86 61，823 △　1 △　9 △　2，424

パルプ・紙・紙加工品 3 11 4，486 3 10 4，144 0 △　1 △　　342

出版・印刷・同関連品 8 93 55，264 9 92 58，087 1 4　1 2，823

ゴ　　ム　　製　　品 1 X X 1 X X 0 一 一

なめしかわ・同製品・毛皮 2 X X 2 X X 0 一 ｝

窯業　・土石製品 7 118 210，494 7 116 162，639 0 △　2 △47，855

鉄　　　　　　　　　鋼 1 X X 2 X X 1 ｝ 一

非　　鉄　　金　　属 1 X X 1 X X 0 一 一

金　　属　　製　　品 6 25 19，866 6 25 21，502 0 0 1，636

一般機械器具 14 221 164』794 12 190 166，773 △　2 △31 1，979

電気機械器具 21 800 351，619 31 1，279 926，028 10 479 574，409

輸送用機械器具 一 一 一 1 X X 1 一 一

精密機械器具 3 101 118，868 4 181 299，220 1 80 180，352

そ　の　他の　製　品 12 61 55，508 12 80 101，793 0 19 46，285

（Xの計） 52 93，128 73 118，057 21 24，929

繊維工業製品のうち出機 814 一
37，811 684 藺謄 23，993 △130 一 △13，818

〈注〉昭和59年数値は概数のため、確定数値と異なることがあります。
　　Xは公表をさしひかえたものです。

　
電
気
機
械
器
具
が
四
七
八
人
（
五

九
・
九
％
）
、
精
密
機
械
器
具
が
八

○
人
（
七
九
・
二
％
）
と
両
部
門
で

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

繊
維
工
業
製
品
が
六
〇
〇
人
（
一
一
・

五
％
）
と
著
し
く
減
少
し
た
た
め
、

全
体
で
は
前
年
対
比
で
コ
ニ
人
（
○
・

二
％
）
の
微
増
に
と
ど
ま
り
、
七
、

二
四
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

囹
製
造
品
出
荷
額
等

　
進
出
企
業
中
心
の
電
気
機
械
器
具

が
五
七
億
円
（
一
六
三
・
四
％
）
、

精
密
機
械
器
具
が
一
八
億
円
二
五

一
・
七
％
）
と
着
実
に
増
加
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
手
織
物
会
社
の
解
散

や
規
模
縮
少
が
影
響
し
た
こ
と
や
、

他
の
企
業
に
も
減
少
が
み
ら
れ
た
こ

と
で
、
繊
維
工
業
製
品
は
九
五
億
円

（
一
八
・
八
％
）
減
少
し
て
四
一
七

億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
全
体
で
は
昭
和
五
十

八
年
調
査
の
減
少
率
（
七
・
一
％
）

を
下
ま
わ
っ
た
も
の
の
、
一
五
億
円

（
二
・
三
％
）
減
少
し
て
、
六
三
五

億
八
、
六
二
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
過
去
十
一
年
間
の
調
査
で

の
最
低
で
す
。

　
全
体
で
は
、
依
然
と
し
て
繊
維
産

業
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
こ

の
振
興
と
進
出
企
業
な
ど
の
定
着
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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（2ヵ月につき）（口 書きは基本料金）

従量料金13ミリ、20ミリメーターの使用者は、20m3までの基本水量を設定し、21m3よりと25ミリ以上のメー舛吏用者は1m3につき180円
　　◇

撚骸
鍛

13ミリ 20ミリ 25ミリ 30ミリ 40ミリ 50ミリ 75ミリ 100ミリ

使用水量 円 円 2800円　，
3，600円 6，400円 10800円　　， 21000円

　　， 30，000円
1m3 2，980 3，780 6，580 10，980 21180　　，

30，180

2 3，160 3，960 6，760 11，160 21，360 30，360

3 3，340 4140　， 6940　， 11340　　，
21，540 30540　　，

4 3，520 4，320 7，120 11，520 21720　　ヲ 30720　　，

5 3700　， 4，500 7，300 11，700 21，900 30，900

6 3，880 4，680 7，480 11，880 22，080 31，080

7 4，060 4，860 7，660 12，060 22，260 31，260

8 4240　， 5，040 7840　ラ 12240　　，
22，440 31440　　ヲ

9 4420　， 5220　， 8020　，
12，420 22，620 31，620

10 2，780 3，700 4，600 5400　， 8200　，
12，600 22，800 31800　　，

11 4，780 5，580 8380　，
12，780 22，980 31，980

12 4，960 5，760 8，560 12，960 23，160 32，160

13 5，140 5940　， 8740　，
13　140
　　，

23，340 32340　　，

14 5320　，
6，120 8，920 13320　　，

23，520 32，520

15 5，500 6300　， 9　100　， 13500　　，
23，700 32700　　，

16 5，680 6，480 9280　，
13，680 23880　　，

32，880

17 5，860 6，660 9，460 13，860 24，060 33，060

18 6040　， 6，840 9640　，
14，040 24240　　，

33，240

19 6，220 7020　， 9，820 14，220 24420　　， 33420　　，

20 6400　， 7200　，
10，000 14400　　，

24，600 33，600

21
！
　
　
　 2，960 3880　， 6，580 7380　，

10，180 14，580 24780　　，
33，780

22 3　140　ラ 4，060 6，760 7，560 10，360 14，760 24，960 33，960

23 3320　， 4240　， 6，940 7740　，
10，540 14940　　，

25，140 34　140
　　，

24 3500　， 4，420 7　120　， 7，920 10，720 15，120 25320　　，
34，320

25 3，680 4，600 7，300 8，100 10，900 15300　　，
25，500 34，500

26 3，860 4780　ラ 7480　， 8，280 11，080 15，480 25680　　，
34，680

27 4，040 4，960 7，660 8，460 11，260 15，660 25，860 34，860

28 4220　ラ 5，140 7840　， 8，640 11，440 15840　　，
26，Q40 35040　　，

29 4400　， 5320　， 8020　，
8，820、 11，620 16020　　，

26，220 35220　　，

30 4580　， 5　500　， 8200　， 9　000　，
11　800
　　，

16，200 26400　　， 35400　　，

31 4，760 5，680 8，380 9　180　，
11，980 16，380 26，580 35，580

32 4，940 5，860 8560　， 9，360 12，160 16，560 26，760 35，760

33 5120　， 6040　ラ 8740　， 9540　， 12340　　， 16740　　，
26，940 35，940

34 5300　， 6，220 8，920 9720　，
12，520 16，920 27　120

　　，
36　120
　　，

35 5，480 6，400 9，100 9900　ラ
12，700 17　100

　　， 27300　　，
36，300

36 5，660 6580　， 9，280 10080　　，
12，880 17280　　，

27，480 36，480

37 5840　， 6，760 9，460 10，260 13，060 17，460 27，660 36，660

38 6，020 6940　， 9，640 10，440 13，240 17，640 27840　　，
36，840

39 6，200 7　120　， 9，820 10，620 13，420 17820　　， 28020　　， 37020　　，

40 6380　， 7300　，
10，000 10800　　，

13，600 18000　　，
28，200 37，200

50 8，180 9，100 11，800 12，600 15，400 19，800 30000　　，
39，000

60 9，980 10，900 13，600 14400　　，
17，200 21，600 31800　　，

40，800

70 11，780 12，700 15400　　， 16200　　， 19000　　， 23400　　，
33，600 42，600

80 13，580 14500　　， 17200　　， 18000　　， 20800　　， 25200　　， 35400　　，
44，400

90 15380　　， 16300　　， 19000　　， 19800　　，
22，600 27000　　，

37，200 46200　　，

100 17　180
　　，

18　100
　　， 20800　　， 21600　　， 24400　　， 28800　　， 39000　　， 48000　　，

200 35，180 36　100
　　， 38800　　，

39，600 42400　　， 46800　　，
57，000 66，000

500 89　180
　　，

90，100 92800　　，
93，600 96，400 100800　　　， 111000　　　， 120000　　　，

1，000 179　180　　　， 180　100　　　， 182800　　　， 183，600 186，400 190，800 201，000 210，000

5と・お”夢3お玄05ぜ緬昭和60年3月25日



レφ年銑聯吟￥御拶

　がんで死亡する人が年々増えています。昭和56年には＼そ

れまで死亡原因の／位だった脳卒中を上まわり．がんが／位

となりました。昭和57年のがん死亡は全国で／7万人を上まわ

り＼亡くなった人の4人に／人はがん死亡でした。

　がん死亡の害1合を年齢別にみると、特に50歳代から60歳代

の前半にかけて多く＼約4割に達しています。脳卒中や心臓

病は老化との関係が深く＼年齢とともにその割合が大きくな

っていますが＼がんの割合は逆に高齢者では小さくなり＼70

歳代では脳卒中が死亡原因の1位となっています。

ると●

心
臓
病

心
臓
病

心
慮
病

心
臓
病

心
臓
病

　
心
臓
病 　

　
脳
卒
中

　
脳
卒
中

脳
卒
中

脳
卒
中

　
脳
卒
中

　
　
脳
卒
中

脳
卒
中
自
殺

　
　
　
自
殺

　
　
　
自
殺

脳
卒
中

脳
卒
中

昭和58年度の部位別がんの死亡割合
　昭和58年厚生省「人口動態統計」より

男

胃 32．0％

女

胃 26．3％

肝　臓 18．1％ 乳房 15．0％

肺 17．2％ 子宮 8．8％

スイ臓 4．5％ 肺 6．4％

食道 3．6％ 肝　臓 3．6％

スイ臓 3．6％

食道 0．8％

その他 24．6％ その他 35．5％

部
位
別
で
は
男
女
と
も
胃
が
ん
が
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
の
中
で
も
、
群
を
抜
い
て
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
は
胃
が
ん
で
す
。
男
女
と
も
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
、
す
べ
て
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
の
約
三
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
に
比
べ
て
も
、
日
本
人
に
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倒
的
に
多
い
の
が
胃
が
ん
で
、
男
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
対
ア
メ
リ
カ
で
は
約
七
倍
、
対
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
リ
ス
で
は
約
二
倍
、
女
性
で
は
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
約
六
・
五
倍
、
対
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
で
は
約
一
・
八
倍
と
い
う
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
が
ん
と
進
行
が
ん

　
胃
が
ん
は
胃
の
内
側
の
粘
膜
に
で
き
る
こ

と
が
多
く
、
粘
膜
か
粘
膜
下
層
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
を
早
期
が
ん
と
い
い
、
こ
の
段
階

で
み
つ
け
る
と
一
〇
〇
％
近
く
治
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
み
つ
け
ら
れ
な
い

と
、
筋
肉
層
や
漿
膜
を
破
っ
て
血
管
や
リ
ン

パ
管
に
入
っ
て
肝
蔵
な
ど
に
転
移
し
ま
す
。

こ
れ
を
進
行
が
ん
と
い
い
、
手
術
を
し
て
も

再
発
し
た
り
、
他
の
臓
器
に
転
移
し
て
手
遅

れ
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
発
見
し
、

進
　
行
　
が
　
ん

遡早
禦識
ん曝蓼

麗
曲

↓
コ
ず

層
層
層
膜

膜
軒
肉

　
む

粘
粘
筋
漿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
が
ん
は
、
が
ん
の
発
育
が
ゆ
っ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

症
状
が
現
れ
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

3
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鰍

瀞

　
胃
が
ん
は
症
状
が
出
に
く
い
病
気
で
す
。
同
じ

胃
の
病
気
で
も
、
胃
か
い
よ
う
は
、
痛
み
、
は
き

け
、
嘔
吐
、
吐
血
な
ど
様
々
な
症
状
に
な
っ
て
現

れ
ま
す
。
し
か
し
胃
が
ん
は
、
か
な
り
進
行
し
て

手
術
も
で
き
な
い
ほ
ど
悪
く
て
も
、
症
状
ら
し
い

、
、
状
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
医
師
も
症
状
を
は
っ
き
り
述
べ
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
で
す
か
ら
症
状
を
待
っ
て
い

た
の
で
は
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

て
専
門
医
を
訪
れ
た
病
院
外
来
群
に
対
し
て

の
割
合
が
二
倍
以
上
高
い
こ
と
が
学
界
で
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

自
覚
症
状
で
病
院
に
き
た
人
よ
り
、
積
極
的
に
検
診
を
受
け
た
人
の
方
が
、

は
る
か
に
治
り
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
が
ん
の
「
適
齢
期
」
は
四
〇
歳
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
年
齢
に
達
し

た
ら
、
ど
ん
な
に
元
気
な
人
で
も
、
必
ず
胃
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
「
心
配
な
し
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、

安
心
し
て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
胸
や
け
が
し
て
、
胃
が
ん
で
は
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
す

こ
と
は
や
め
、
毎
年
一
回
は
必
ず
胃
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
た
っ
た
一
度
の
検
診
が
、
胃
が
ん
に
対
す
る
大
き
な
備
え
に
な
る
の
で
す
。

昭
和
㎝
年
康
胃
か
ん
検
診
を
翼
施

●
対
象
者
　
四
〇
歳
以
上
の
人
（
胃
・
十
二
指
腸
等
の
手
術
を
受
け
た
人
除
く
）

●
検
診
料
　
一
人
一
、
○
○
○
円
（
生
活
保
護
世
帯
・
住
民
税
非
課
税
世
帯

お
よ
び
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
は
無
料
で
す
）

●
申
し
込
み
方
法
　
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
各
戸
に
回
覧
さ
れ
る
申
込

書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
ま
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り
　
四
月
二
十
日
（
厳
守
）

●
そ
の
他
　
検
診
日
時
・
会
場
は
別
途
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
実
施
予
定
日
（
日
曜
日
は
除
く
）

早
期
発
見
率
が
高
い

　
　
胃
の
集
団
検
診

　
地
域
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
胃
の

集
団
検
診
は
、
早
期
が
ん
の
発
見
に

た
い
へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
は
、
胃
の
変
調
を
感
じ

　
　
、
集
団
検
診
群
で
は
早
期
が
ん

地
　
　
区
　
　
名

期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

下
条
・
飛
渡
地
区
5
月
1
5
日
～
1
8
日

吉
　
　
田
　
　
地
　
　
区

8
月
2
9
日
～
3
1
日

十
日
町
　
・
川
治

新
　
　
座
　
　
地
　
　
区

12

月
1
8
、
1
9
日
、
昭
和
61
年
3
月
3
日
～
8
日

3
月
1
7
日
～
2
2
日

中
条
・
大
井
田
地
区

12

月
9
日
～
1
2
日

六
　
　
箇
　
　
地
　
　
区

10
月
1
5
日

水
　
　
沢
　
　
地
　
　
区

12
月
1
3
日
～
1
7
日

※
検
診
車
、
申
し
込
み
人
員
な
ど
に
よ
り
予
定
日
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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市
税
と
国
保
斜
の
納
付
重
の

送
．
付
方
法
な
ど
が
甕
り
ま
ず

　
十
日
町
市
の
事
務
総
合
シ
ス
テ
ム

化
に
つ
い
て
は
、
市
報
一
月
二
十
五

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
納
税
者
に
と

っ
て
よ
り
わ
か
り
や
す
い
事
務
を
め

ざ
し
て
、
六
十
年
度
か
ら
次
の
よ
う

な
改
正
を
行
い
ま
す
。

①
納
付
書
の

　
　
送
付
方
法
が
変
更
に

　
今
ま
で
は
、
市
税
や
保
険
料
の
最

初
の
納
期
の
と
き
、
一
年
分
の
納
付

書
を
一
括
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
。

六
十
年
度
か
ら
こ
れ
を
、
納
期
月
ご

と
に
納
付
書
を
お
届
け
す
る
よ
う
に

改
め
ま
す
。

　
納
付
額
が
年
度
の
途
中
で
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
国

民
健
康
保
険
料
は
、
月
割
賦
課
と
い

っ
て
、
家
族
に
異
動
が
あ
る
と
、
年

国保料納期の変更表

間
の
保
険
料
を
基
礎
に
、
加
入
資
格

の
あ
っ
た
月
数
に
応
じ
て
保
険
料
を

計
算
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
納
付
額

の
変
更
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
方
法
だ
と
、
先
に
出
た

納
付
書
と
納
付
額
の
変
更
後
の
納
付

書
の
二
枚
が
出
て
し
ま
う
た
め
に
、

二
重
納
付
が
あ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
し
た
。
新
し
い
送
付
方
法
で
は
、

そ
の
よ
う
な
問
題
や
、
う
っ
か
り
納

め
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

②
仮
算
定
制
度
を
廃
止
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
納
期
を
変
更
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
の
算
定
を
す
る

と
き
、
今
ま
で
仮
算
定
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
し
た
。

　
仮
算
定
は
、
そ
の
年
の
保
険
料
率

期別 現行納期 改正後納期

第1期
4月16日から

同月30日まで

7月16日から

同月31日まで

6月16日から 8月16日から
2 同月30日まで 同月31日まで

8月16日から 9月16日から
3 同月31日まで 同月30日まで

10月16日から 10月16日から
4 同月31日まで 同月31日まで

12月16日から 11月16日から
5 同月25日まで 同月30日まで

2月16日から 12月16日から
6 同月末日まで 同月25日まで

1月16日から
7 同月31日まで

2月16日から
8 同月末日まで

が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
前
年
度
の
保

険
料
額
を
基
礎
に
仮
に
保
険
料
額
を

算
定
す
る
も
の
で
す
。
保
険
料
率
が

決
定
す
る
と
、
再
び
そ
の
年
の
保
険

料
額
を
計
算
し
な
お
し
て
、
仮
算
定

で
納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
額
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
、
残
っ
て

い
る
納
期
で
割
っ
て
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
本
算
定
と

い
い
ま
す
。

　
六
十
年
度
か
ら
、
こ
の
仮
算
定
の

制
度
を
廃
止
し
て
、
本
算
定
だ
け
に

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
い
制
度
に
な
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
納
期
を
左
表
の
よ
う

に
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
税
の
納
期
は
今
ま
で
と

変
り
あ
り
ま
せ
ん
。

③
前
納
報
奨
金
を

　
　
廃
止
し
ま
す

　
今
ま
で
、
国
民
健
康
保
険
料
を
前

納
し
て
い
た
だ
く
と
、
前
納
報
奨
金

を
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

六
十
年
度
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
厚
生
省
を
通
じ
て
県
の

指
導
監
査
に
よ
り
廃
止
す
る
よ
う
指

導
が
あ
り
、
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
交
付
し
ま
す
。

精神衛生相談のお知らせ
　つぎのような悩みをお持ちの方は、お気軽におでかけ

ください。代理の方でも結構です。

●ノイローゼ気味で眠れない。

●仕事をしなくなり、人に会うのをいやがる。

●他人のことや、さ細もないことが気になる。

●情緒不安定で乱暴をする。学校へいかない子供など。

■日時　4月18日㈲午後1時半～3時

■会場　十日町市保健センター

■担当　中条病院・佐賀医長

※相談は無料、秘密は厳守されます。

■問い合わせ　市・保健衛生課（盈57－3111㊥502）

　なお、十日町市役所では随時相談に応じています。

リハビリ教室開催中．グ
中やケガなどで、手足に後遺症のある在宅の人を

、機能訓練と仲間づくりを目的として「リハビリ

噸

　脳卒中やケガなどで、手足に後遺症のある

対象に、機能訓練と仲間づくりを目的として

教室」を行っています。

◎日時　毎週火・水曜日　午前9時半～11時

◎会騎惣二1鉱△、

難1魏種．闘憾
送迎できる人　　　i無響灘

⑧503）　※理学療法に1覗

よる個別相談を月1回　　　　　　　鍵　　護蒙

　行っています。　　　灘．’．，．．鑛麗　　　、

　
今
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
保

の
保
険
証
と
退
職
者
の
証
明
書
（
い

ず
れ
も
は
だ
色
）
は
三
月
三
十
一
日

で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
四
月
一
日
か
ら
、
新
し
い
保
険
証

（
う
す
水
色
）
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
証
に
書
い
て
あ
る
番

号
は
、
今
ま
で
の
も
の
と
全
く
違
う

も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
一
日

以
降
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず

新
し
い
保
険
証
を
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
保
険
証
が
な
い
と
、
病

院
な
ど
で
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
退

職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
人
は
、

今
月
中
に
退
職
者
医
療
の
た
め
の
保

険
証
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
四
月

か
ら
は
そ
の
保
険
証
を
必
ず
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
今
月
中
に
お
届

け
す
る
国
保
加
入
世
帯
宛
の
お
知
ら

せ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

納
灘
縫
纒
灘

　
　
　
雛
魏
懸
繋
癒
、

　
　
　
　
禦
盤
纏
険
料

　
国
民
年
金
の
加
入
者
の
み
な
さ
ん
〃
”

昨
年
四
月
か
ら
本
年
三
月
分
ま
で
の

保
険
料
は
納
め
終
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　
四
月
二
十
七
日
ま
で
な
ら
、
納
め

忘
れ
て
い
た
保
険
料
は
銀
行
、
農
協

な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
十
七
日
を
過
ぎ
る
と

規
則
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の
所
に
あ

る
五
十
九
年
度
の
納
付
書
で
は
、
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
直
接
、
社
会
保
険
事

務
所
に
出
向
い
て
納
め
る
か
、
納
付

書
の
再
発
行
を
求
め
る
な
ど
た
い
へ

ん
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
不
幸
に
し
て
、

ご
主
人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
不
慮
の

事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
母

子
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、
事
故
前
に
一
定
の
保

険
料
が
納
ま
っ
て
い
た
か
ど
う
か
が

一
つ
の
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
年
金
は
、
あ
な
た
の
大
切
な
財
産

で
す
。
常
に
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
を
心
が
け
て
お
き
、
万
一
の
と
き

に
「
忘
れ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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『
20
歳
の
記
録
』
原
稿
募
集

　
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の

20

歳
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
「
2
0
歳
の
記
録
」
を
募
集

し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ
　
何
で
も
結
構
で
す
が
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な

も
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
①
わ
た
し
の
青
春
②
わ
た
し
の
仲
間
③
職
場
で
考
え
る
こ

　
と
④
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と
⑤
郷
土
を
考
え
る
⑥
初
め
て
選

　
挙
権
を
得
て
⑦
わ
た
し
の
恋
愛
・
結
婚
観
⑧
わ
た
し
の
訴

　
え
た
い
こ
と
⑨
詩

⇔
書
き
方
　
文
章
の
上
手
・
下
手
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
の

体
験
、
考
え
を
も
と
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
に
は
テ
ー

マ
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

⇔
字
数
　
二
、
○
O
O
字
以
内
（
用
紙
自
由
）
一
人
二
編
ま
で
。

⇔
宛
先
　
〒
脇
十
日
町
市
学
校
町

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
公
民
館
「
⑳
歳
の
記
録
」
係

⇔
そ
の
他
　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈
。
原
稿
は
記
念

文
集
「
⑳
歳
の
記
録
」
に
お
さ
め
、
式
当
日
出
席
者
に
お
わ
，

た
し
し
ま
す
。

　　

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　中・高年婦人のつどい、健康と仲間づく『）…とって
　ヘルシ’も楽しレ、ですよ“みんな気軽1こ参加しませんか．

サークル・活動日毎週日曜日夜7時半一9時半

1会員募集：富し還み市齢戦禦論な饗萎ず響蔀参）

き

嚢．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

，
・
1
・
1
　
　
齢
“
亀
　
　
．
■
　
　
に
『
覧
1
．
レ
　
ー
　
r
4
レ
　
．
●
　
　
㌦

、

塾惣欝
　

　たオモチャ作り1

　　春休みを楽し1

　っておいでくだ1

　　●日時／3月3

　　●場所／十日狂

　　●人数／30名

　　●会費／1人2

　　●もち物／べ、

　　●申し込み／［

か。今回の親子博物館では、みなさんから竹を使っ

にちょうせんしてもらうことにしました。

くするために、お父さん、お母さんや仲間とつれだ

さい。

31日（日）午前9：20集合、午前9：30～午後4：00

町市公民館（学校町）

（小学校4年以上）

200円
んとう、水とう、タオル、エンピツ、キリ、ナイフ

申し込み書に会費をそえて、十日町市博物館（西本

町1、盈57－5531）に申し込んでください。

るだけ親子または仲間で参加してください。
く×＝＝×レ《＝＝》く眉｝《目目×＝＝》く濯⊃《目×＝＝：》《×＝＝：》く》《＝＝》《》《＝＝ン×＝＝》《》《＝＝》《》《＝＝××＝＝》《o

十日町青年学級生を募集

　あなたの余暇を意義あるものにするため、あなたも青年学級

に参加してみませんか。

囹期間4月～61年3月　團資格25歳までの青年男女
幽コース学習　毎週木曜日夜7時～9時、専門講師が指導

囹経　費　教材費実費と自治会費（年間2，000円）

圃申し込み・問い合わせ　十日町市公民館（盈57－5011）

幽開級式　4月4日㈹夜7時～
　　　ビデオコース制作「われら十日町青年学級」を上映。

－
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
尋
痢
甥
訓
禎
麺
測
卸
乳
詔

下
水
道

住
み
よ
い
町
切

み
ち
し
る
べ

下
水
道
促
進
シ
リ
ー
ズ
⑤

ト
イ
レ
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

◎
ト
イ
レ
の
広
さ
は

　
　
ど
の
程
度
必
要
か

ト
イ
レ
は
、
皆
さ
ん
が
毎
日
数
回

　

全
体
学
習

●スポーツ・レクリェーション　●研修旅行

●特別講座（青年の生き方、余暇など）

※自治会行事…キャンプ、文化祭、雪まつり雪像制作

　　　　　　　　など。機関紙「炎」発行。

コ
ー
ス
別
学
習

料理コース 調理実習を通して、健康的な食生活を考える。

焼物コース 土と炎の芸術。土こねから本焼きまでの全行程を学ぷ。

ビデオコース ズームイン。基本操作から制作まで指導します。

絵画コース 世界で1枚のあなたの絵をあなたのお部屋に。

写真コース 基礎技術を学び、写真を通して自分を表現する。

映画評論コース 映画見て、ものの見方、考え方を深めませんか。

タウンコース 郷土の歴史・民俗を学ぶ。

ミニコミコース ミニコミが地域社会に与える役割を学ぷ。ミニコミ紙発行。

昭
和
6
0
年
度

海
外
派
遣
青
年
募
集

◎
事
業
名
　
・
青
年
リ
ー
ダ
ー
養
成

海
外
研
修
　
・
青
年
海
外
派
遣
　
・

日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
　
・
青

年
の
船
　
・
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

・
国
際
青
年
年
記
念
青
年
海
外
特
派

口
貝◎

応
募
期
間
　
三
月
十
四
日
㈲
～
四

月
十
三
日
ω

◎
選
考
試
験
　
・
四
月
二
十
六
日
團

・
白
山
会
館
（
新
潟
市
一
番
堀
通
町

一
－
一
）
・
面
接
、
英
会
話
お
よ
び

筆
記
試
験
（
一
般
常
識
）

◎
問
い
合
わ
せ
先
　
十
日
町
市
公
民

館
（
奮
五
七
…
五
〇
二
）

　市制施行30周年記念

テレビ放映最終匡
●テーマ　21世紀にはばたけ！ノ

　
　
．
業
砂
　
目
ト
イ
レ
が
狭
い
と
使
用
に
不
便
な

回
纏
謎
㎜
上
、
掃
除
－
し
に
－
舌
由
な
思

終
鮒
　
一
、
製
い
が
し
ま
す
．
清
潔
さ
を
保
つ
た
め

目
取
ば
。
デ
業
口
に
も
掃
除
の
し
や
す
さ
を
考
え
て
お

映
附
圃
以
意
－
の
は
大
專
こ
と
で
は
な
い
で
し

レ
マ
　
遡
と
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
．
寸

　
　
口
利
用
す
る
最
も
重
要
で
身
近
か
な
場

　
　
目
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
さ

乙
隻
ぺ
支
に
閉
じ
こ
め
て
額
が

　
●
。
た
”
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー
ム
”
に
し

■
ー
7
い
も
の
で
す
．

●内容

1青報ネ

“明日にのびゆく

　　　　　十日町

●TNN（テレビ新潟）

●3月30日dゆ

　午前9：25～9：40

目
法
の
目
安
と
し
て
幅
九
〇
×
奥
行
一

。
一
〇
㎝
が
最
低
の
ス
ペ
ー
ス
。
九
〇

口
×
二
二
五
㎝
で
や
や
ゆ
っ
た
り
・
大

置
器
と
小
便
器
を
設
け
る
な
允
O

O。
×
天
○
㎝
は
必
要
で
す
．
理
想
的

。
に
い
え
ば
一
三
五
×
一
八
○
㎝
の
ス

。
ぺ
ー
ス
を
も
て
ば
大
便
器
と
小
便
器

目
と
手
洗
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

置
い
や
す
く
言
ま
す
・

口「
』
昧
』
臓
を
す
ば
や
く
室
内
か

け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
・
ド
τ
内
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

部
に
ゆ
と
り
の
持
て
る
外
開
き
が
よ
。

い
で
し
ょ
う
。
内
開
き
は
掃
除
を
す
。

る
と
き
に
も
不
便
で
す
し
、
万
一
中
。

で
人
が
倒
れ
た
と
き
に
運
び
だ
す
の
目

に
た
い
へ
ん
で
す
・
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

◎
ト
イ
レ
内
に
は
必
ず
　
。

　
　
　
手
洗
器
と
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
。

　
最
近
は
タ
ン
ク
に
手
洗
機
能
が
セ
。

ッ
ト
さ
れ
た
も
の
も
商
品
化
さ
れ
て
。

い
ま
す
が
・
衛
生
的
に
問
題
が
あ
り
。

ま
す
・
従
っ
て
・
ト
イ
レ
内
に
手
洗
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

か
洗
面
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
石
け
ん
。

で
手
を
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
　
目

ま
た
、
ト
イ
レ
に
は
、
予
備
の
ト
イ
。

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
i
、
タ
オ
ル
、
石
け
目

ん
や
薬
品
・
掃
除
用
具
な
ど
を
入
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

て
お
く
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
ま

の
で
す
。
で
き
れ
ば
小
棚
を
作
り
、
目

き
り
花
や
鉢
植
え
の
植
物
を
お
い
て
。

ト
イ
レ
を
楽
し
く
使
い
ま
し
よ
う
。
　
。

　
（
標
語
は
五
＋
九
年
度
市
の
下
泡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
警
、
よ

日
町
中
一
年
　
蕪
木
政
典
君
の
作
口
潤

で
す
）騨

↑
9◎
↓
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
雛
饗

　
　
　
．
灘
羅
萎
難
議

響　◎

口
o
口
o
口
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口
o
口
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口
o
曝
ロ
ロ
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ロ
ロ
』
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自動車文庫

輪o

ステーショ

㌧ま
　　　　　　　　　　　　　侍ちに侍った春の訪れとともに

　　　　　　　　　　　　　＼＼こだま号＼＼が動き出します。

　　　　　　　　　　　　　どうぞ＼お気軽にご利用ください。

　　　　　　　　　　十日町市公民館

　　　　　　　　　　　（奮57－5011番）

ンと巡回時刻表
地区

十日町

中　条

飛　渡

夜間①

下　条

夜間②

六　箇

川　治

水　沢

田吉

巡回日

3
日

●

　
胴
佳

　
日
1第

月

4
日

　
胴
佳

　
日
2第

月

3
口
口

　
調
佳

　
日
1第

火

4
日

●

　
弱
佳

　
日
2第

火

3
日

　
珊
佳

　
日
1第

水

4
口
口

　
羽
佳

　
日
2第

水

3
日

　
羽
佳

　
日
1第

金

4
日

　
胴
佳

　
日
2第

金

午 後

田　川　町
1　：10～1　：40

市営住宅

新　　　座
1　：20～1　：50

辰已建設

新　　　水
12：40～1　：10

飛一小学校

漉　　　野
1　：05～1　：30

東下組小学校

山　　　本

2：10～2：40

山本観音堂

北　新　田

1　：20～1　：50

だいせい食堂

馬　　　場
1　＝10～1　：40

馬場小学校

上　川　町

1　：50～2：20

第四銀行寮

中　　　町

2：10～2：40

中条駐在所脇

田
o
o
校

　
㌘
学

新
～
小

　
堤
沿
二

山
－
飛

桑　　　原

1：50～2：20

むっみ幼稚園

田　　　麦

3：00～3：30

六箇小学校

丑
⑳
所

　
　

内
～
会

　
o
o

谷
即
集

幸　　　町

2：00～2：30

老人ホーム妻有荘

寿　　　町

2：30～3：00

天使幼稚園前

下　　　町

2：50～3：20

中条小学校

枯　木　又

2：30～3：00

枯木又分校

下条本町
2：30～3：00

下条小学校前

城　之　古

3：50～4：20

城之古分館

池　之　平

2：50～3：20

八箇小学校

土　　　市

2：40～3：10

水沢小学校

住　吉　町

3：10～3：40

関口　秀雄宅

四　日　町

3：30～4：00

二瓶砂利倉庫

本町7－2
3：40～4：10

染色整理組合

上新　田
3：10～3：40

上新田分館

川治上町
3：40～4：10

新川屋建設

伊　　　達

3：20～3：50

伊達観音堂

本町6－3
3：50～4：20

大津　　実宅

大　黒　沢
4　：00～4　：30

大黒沢団地

夜

坂
2
0
校

　
r
学

鐙
～
小

　
励
島

南
1
2
鐙

間

高　　　島
1　：30～2　：00

涌井コンタリート前

　鉢
2：20～2：50

真田小学校

山
4
0
校

　
：
学

　
3
ト

ケ
～
　
ノ

　
O
山

　
U
ケ

名
3
名

泉　　　町

5：20～6：00

大勇仏具店倉庫前

稲　荷　町
5　：20～6　：00

東部運輸跡

町
5
0
園

　
6
公

日
～

　
1
0
日

春
ε
春

町
励
校

　
6
学

本
～

　
1
0
小

西
ε
西

美　雪　町

7：00～7：40

美雪公園

南新田町
7：00～7：40

市営住宅

吉田山谷
4：00～4：30

吉田小学校

鰍
響

⑳
ト

⑳
購
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臨

㊨
体
毎

㊥
館
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民
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⑳
舩
畔
半

⑳
果
塒

⑫
＋
、
後

㊥
場
間

⑮
会
期

　
◆
◆

◆申し込み　市公民館に連絡用ハガキ11枚を添えて

　　　　　　申し込んでください。（電話でも可）

◆その他教材費は各自実費負担してください。

囹午前は全体学習、午後からはグループ学習です。

※焼物　4月10・24日　　※いけ花　4月12・26日

※俳　句　4月2・16日　　※詩　吟　4月3・17日

※あみもの・手芸4月2・16日　※写真4月18日

　　開講式は4月9日（火）です
　　　　　　　　　　　　　午前9時30分
囹申し込み、問い合わせは十日町市公民館（盈57－

　5011）へ

礁地区幼児期

●第1回（開講式）

「3歳児心身の特徴①」基本的生活習慣と人格形成

囹講師　花積正夫先生（元コロニー白岩の里所長）

囹とき　4月23日（幻　午後7時半～9時

囹会場　下条地区公民館

60年度教室・講座

ビデオ製作歴史講座

分館講座（活花ほか〉

版画　・写真　・菊づくり

子育て実践活動

4月9日（火〉午後7時半～

　・着物着付教室　・焼物

　　・料理・手芸教室

集中！電話で下条公民館（盈55－2004）へ

9　　とおガ夢3’δぢ曳95ぜ甜『　昭和60年3月25日
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　　スポーツ健康都市宣言

楽しもうスポーツ・つくろう健康

◆総合体育館（体育課）

◆市民体育館

奮52－4377

盈57－5208

4月のおもなスポーツ行事予定

轟
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『
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期日 行　事　名 会　場

7（日） 都市軟式卓球選手権大会 市民体育館 市卓球協会

8（月） 学校体育施設開放事業開始

14（ll） 県軟式卓球選手権大会 総合体育館 市卓球協会

21（目） 春季バドミントン大会 総合体育館 市バドミントン協会

26働 バレー審判講習会 市民体育館 市バレーボール大会

野球　審　判　講　習　会

バレーボールニ市三郡女子6人制大会

ホワイトアロー

　クラブ

▲サッカー教室

（硬式テニス）

◆毎週水曜日

◆年令・性別不問

◆コーチ

◆申し込み先

ダ稲叢、

▲ラジオ体操（下条地区）　▲高校野球

囹6／10　市制施行30周年記念駅伝大会　新座Aチーム堂々の優勝

幽7バ　世界の釜本選手とサッカーを楽しむ　下条中でサッカー教室

囹7／22　5万市民ラジオ体操大集会　のべ15，000人が健康つくり

囹7／30　十日町実業高校野球部、甲子園まであと一歩

　　　　　　　惜しくも県大会準優勝

囹7～8月　市民プール、開設以来最高入場者数を記録　なんと42，993名

囹11／10・11全国青年大会、卓球第3位入賞

昭和59年度　あんなこと・こんなこと

囹11／19　十日町市ゲートボール連盟（市G連）発足

團11／23　　ゲートボール熱いよいよ高まる。会長小林勝平さん

囹11／23　スポーッ健康都市宣言　スポーッの殿堂・総合体育館竣工

囹11／23バスケットボール日本リーグ十日町大会

　　　　　　スピード感あふれる好ゲームを堪能

囹12月　上越国際当間スキー場オープン

　　　　　　1，000mのダウンヒルで豪快なシュプール

幽　　　　十日町市国体選手団（夏、秋、冬）14名出場

囹　　　　陸上、スキー、空手…中・高校生全国大会で大活躍

▼市民プール ▼総合体育館

　　午前10時～正午

　　　　どなたでもどうぞ！

井口勝夫先生（日本硬式テニスー級指導員）

　　柳信子（上川町盈57－9328）

体力づくり100日運動

　達成認定証授与

ぞ

鰹餐響穫・
凄．繋　　　、．

達成された万には，4月上旬＼県教

育委員会から認定証が交付されます。

　
　
　
羅
勢

　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　

▼日本リーグ

　　　‘螂

◎遼禦鍍貿歴“皐

繊

積雪深予想の結果
　　　　　～第4回克雪フェア～

　昨年10月27・28日にクロス10で開催さ

れた第4回克雪フェア「積雪深予想コー

ナー」の結果は、つぎのようになりまし

たのでお知らせします。

◎投票総数　335人

◎最大積雪深は、1月27日の295cm

〈ズバリ賞〉……295cmを的中

　大塚豊次さん（三条市　65歳）

　石田利安さん（加茂市　42歳）

〈近いで賞〉……296cmを予想

　諏訪野美智子さん（長岡市　31歳）

　内山　富子さん　（小千谷市35歳）

〈予想概要〉

1．0～1．99m（5人）2．O～2．49m（36

人）2．5～2．99m（58人）3．0～3．49m

（143人）3．5～3．99m（57人）4．0～4．99

m（25人）5．0以上（6人）その他（5人）

罪

　
舞

◆郡市対抗女子駅伝、堂々総合第2位

◆身障者・高齢者サークル活動、活発化

◆歩けアルケ第10回記念大会…多いに歩く

◆新雪ジョギングマラソン…多いに走る

◆スポーツ少年団、県大会大活躍

昭和59年度新潟県推奨優良晶の認定結果

穿漁

〈推奨品〉

◎スカリ漬……㈱雪の越後漬本舗
　　　　　　　　　　　ゆ◎十日町そば……十日町主食販売俺）

◎雪まつり……㈱十日町パン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　垂
◎伝統湯上げ……㈱きはだや

◎くるみ羊かん・百合羊かん……福田屋

製菓舗

◎庖丁各種……ホンマ科学㈱　　　　　　婆

〈推奨期問〉昭和60年4月1日～昭和62　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
年3月31日　　　　　　1
　＿＿＿＿燃蝋燗騰繊㈱＿無㈱灘寧辮＿．・　　　翻囎勲燃鱒
　　（アイビィ）

　　lVYクラブが「ノーポイ運動」

I　v　Yクラブ（羽鳥宏史会長、会員25人）

は、昨年から、車などからタバコ・空き

カンなどのポイ捨てをやめる運動（ノー

◆体育指導委員会、生涯ス

　ポーツヘの意欲向上

◆市民スポーツ大会、スキ

　ー大会、各地区スポーツ

行事など…盛んに参加

轍　　　　　　　　そ鰍　　脚　　　　一　　　 囎　　　　　　　　　　繍　　燃　　　　 甚欄’轍

ポイ）を展開しています。このほどその

一環として、市役所の公用車・職員自家

用車にノーポイステッカーによる運動の

推進を要請しました。今度は、市内のタ

クシー会社などへの依頼も行うとのこと。

（写真は、ステッカー、チラシを手渡す

羽鳥会長と庭野茂美事務局長）

※I　V　Yクラブ……時代の流れ、地域の

文化など、ものごとを前向きに考える若

者集団。気楽に集まり、楽しく、明るく

語り合う、そんな仲間づくりをしている。

10



1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　犬の登録と注射についてのお知らせ　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　昭和60年度の狂犬病予防注射および登録犬の登録を裏　1
さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1面日程表のとおり実施します。都合のよい会場においで　：
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

i　ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　　対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰

：
：
：
－
－
－
：
：
：
：
－
き

り

と

り

線
：
：
－
：
：
：
：
－
：
－
：
：
：
：
：
－
：
－
：
：
：
－

持参するもの　（1）…この申込書

　　　　（2）…印　　金監

　　　　（3）…料　金
料金表　登　録　料…………2，100円

　　済票交付手数料………400円
　　注　射　料…………2，200円

　　　計　　　　　　4，700円
※つり銭のいらないようご用意ください。

　　　犬の登録、注射申込書

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　　中　　・　小

No。

讐嬬箏雛華購難欝す欝　，

　市・教育委員会では、奨学金貸与条例の改正に伴い専修学校（職

　業に必要な技術の修得を目的とした学校で、修業年限が2ヵ年以上、

　授業が年2回以内の一定時期に開始され、かつ終期が明確に定めら

　れている学校）に進学しようとする人または在学している人にも、

i　奨学金が貸与できることになったことから次のとおり募集します。
コ

：　◆資格　（1）十日町市に3年以上居住する世帯の子弟　（2）学業成績が
ロ

i　優秀と認められる人　（3）経済的な理由で学資の支弁が困難な人　（4〉
ロ

：　心身ともに健全な人　◆奨学金の額　　1，000円（月額）　◆貸与期
　

i　問　60年4月から、その人の在学する学校の最短修業年限の終期ま
ヨ

1　で　◆採用予定者数　3名　◆出願書類（1）奨学金貸与願書　（2〉在学
：

：　学校長推薦書（成績証明書添付）　（3）医師の身体検査書　（4）58年分
ロ

i　所得証明書　（5）専修学校の課程および学科などの内容が明記されて
ロ

：　いる書類　◆申し込み先　4月13日（土）までに市・教育委員会学校教
コ

i　育課（盈57－3111㊥324）へ　◆その他　決定しだい本人宛に通知。
：
1

今までの狂犬病予防ワクヂンは、免疫有効期間

が6ヵ月で年2回の注射が必要でしたが、新ワク

チン（開発された組織培養ワクチン）は年1回で

済み、60年4月から実施されます。

なお今年に限り、今までの春・秋年2回の注射

を実施しますが、秋の2回目は春の1回目の注射実施後、新

しく犬を飼った人に限りますので、現在飼っている人は必ら

ず今回の日程で登録、注射を受けてください。

　
犠
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緑
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．

⑧
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館
お
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び
地
区
公
民
館
に
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日
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野
中
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の
少
年
団
に
よ
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街
頭
募
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と
小
・
中
学
校
で
校
内
募
金
が
行
わ

れ
ま
す
。
　
”
緑
の
羽
根
”
募
金
に
ご

協
力
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だ
さ
い
。

ゆずります＊ゆすってください

　　◆3月15臼までの受付分
（希望者は市・商工課内消費者協会a57－3m⑧230へ）

◎ゆずります
品　　　名 規格 希望価格

ラジアルタイヤ 13イ　ン　チ 20，000円
スノトレ（赤い線入） 27　cm 5，000円

編　　　　　　　機 相談で
乳　　母　　車（2台） 各3，000円

原　付　バ　イ　ク 50　cc 無　　料

乳母車・歩行器 〃

軽　ト　ラ　ッ　ク 60，000円

温風ヒーター 8　帖 相談で
子供用皮　ぐつ 21　cm 3，000円

　～
．5，000円

子供用スーツ 7～8歳（紺）

子供用ブレザー 10歳（濃紺）

英会話セ　ッ　ト 相談で
◎ゆずってください

品　　　名 規格 希望価格

二　段　ベ　ッ　ト 相談で
自　転　車（補助付） 4　歳～女 〃

自　　　転　　　車 6歳～男 〃

応　接　セ　ッ　ト 〃

冷　　　蔵　　　庫 130¢ 〃

ブ　　ラ　　ン　　コ 〃

高　椅　子（幼児用） 木　製 〃

エ　レ　ク　ト　ー　ン 〃

訪　問　着（付下げ） （明るい色） 〃

黒　　絵　　羽　　織 〃

机 スチール製 〃

ベビーフ　ェ　ン　ス 〃
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か
子
さ
ん
で
す
。

★
阿
部
家
の
主
役
は
、
ニ
コ
ニ
コ
と

真
丸
の
香
織
ち
ゃ
ん
、
　
「
い
く
つ
も

考
え
ま
し
た
が
、
き
も
の
の
街
に
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
に
と
つ
け
ま
し
た
一

　
目
下
、
四
月
一
日
開
業
予
定
の
準

備
で
大
忙
し
。
　
「
香
織
の
手
が
離
れ

た
ら
私
も
お
手
伝
い
し
ま
す
一

　
十
日
町
の
人
に
な
る
た
め
の
充
電

期
間
中
と
い
っ
た
た
か
子
さ
ん
で
す
。
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昭和60年度登録と狂犬病予防注射日程

き
　
　
　
り
　
　
　
と
　
　
　
り

月／日（曜） 地区 会　　　場 時　　間

％
（月）

川　　治 川　治　公　民館 10：30～11：30

吉　　田

吉田集会所 13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14：20

高島集会所 14：30～14：40

真田小学校 14：50～15：00

名ヶ山小学校 15：10～15：20
●

賄
（火）

十日町・川治 十日町保健所 10：30～11：30

中　　条
中　条　公民館 10：30～11：30

大井田公民館 13二30～14：30

下　　条 下条公民館 13：30～14：20

東下組生活改善センター 14：40～15：00

％
伽

十日町 十日町市民体育館 10：30～11：30

六　　箇 羽　根　川　荘 13：30～14：00

八　　箇 八箇小学校 14：30～14：40

関浅集落センター 14：50～15：00

水　　沢

水沢公民館 10：30～11：30

馬場飼育所 13：30～14：10

野中小学校 14：40～15：00

輪
㈲

’中　　条 新水克雪センター 13：30～13：50

十日町 赤倉小学校 14：30～14：40

線
－
：
－
－
：
：
ー
－
：
ー
－
：
－
：
：
：
：
：
：
；
：
：
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

囹該当者　1回目…昭和59年7月1日～12月31日の間に生まれた人

　　　　2回目…昭和59年1月1日～6月30日の間に生まれた人

　　　　その他、4歳未満の人でまだ投与を受けていない人と、

　　　　1回しか受けていない人。

嗣投与方法　6週間以上の間隔で2回投与、都合で間隔がはなれた

　場合でも必ず2回受けてください。　料金一無料。

幽投与を受けられない人　・発熱している人、著しい栄養障害者、

　・1年以内にけいれん症状をおこした人　・下痢をしている人

　・三種混合、二種混合の予防接種を受けて1週間たたない人

幽必ず持参してください　・母子健康手帳　・印かん（印を押した

　問診票を持参する人は除く）　・十日町市に住民登録のない人が

　投与を受ける場合は、住民登録のある市町村から予防接種実施依

　頼書をもらってきてください。

囹投与前の注意　・お子さんの健康状態をよく知っていて、問診票

　の記入のできる人がつれてきてください　・投与前は健康管理に

　十分注意を　・投与日の朝と昼の体温測定を忘れずに　・かぜな

　どで投与が不安な人は主治医と相談のうえ投与を受けてください。

※保護者でない人が同伴する場合は、前もって問診票を市・保健衛

　生課窓口に用意しますのでとりにおいでください。

実施地区 実施月日 受付時間 実施会場

十日町地区
新座・大井田地区 4月3日困

午後1時45分

～2時15分

受
イ
寸
時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
し、

保健センター

中　条　地　区
川　治　地　区
六　箇　地　区

4月4日休）

吉　田　地　区
下　条　地　区
水　沢　地　区

4月5日働

消
費
者
の
豆
知
識
⑰

※該当日が都合の悪い方は、都合の良い日に受けてください。

紙
お
む
つ
の
功
罪
・

〈
種
類
と
特
徴
〉

　
従
来
の
紙
お
む
つ
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
に
バ
ル
プ
や
不

織
布
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
し
た
が
￥
最
近
は
、
こ
れ
ら
に
化
学

的
に
水
分
を
吸
収
す
る
「
高
分
子
吸
収
体
し
を
加
え
た
製
品
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
分
子
吸
収
体
は
非
常
に
よ
く
水
を
吸
い
．
し
か

も
押
し
て
も
水
が
で
に
く
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

ぬ
れ
て
も
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
し
に
く
い
の
が
特
徴
と
な
つ
て
い
ま
す
。

〈
性
能
と
価
格
〉

　
乳
児
の
排
尿
量
は
一
回
当
た
り
五
〇
9
程
度
で
す
が
、
市
販
の
紙

お
む
つ
は
こ
の
数
倍
の
保
水
量
が
あ
り
ま
す
。
水
は
通
さ
な
い
で
、

し
か
も
通
気
性
の
あ
る
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
り
、
蒸
れ

に
つ
い
て
も
改
善
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
価
格
は
サ
イ
ス
な
ど
に
よ
り
差
が
あ
り
ま
す
が
、
高
分
子
吸
収
体

入
り
の
も
の
は
『
枚
四
〇
～
八
○
円
見
当
で
す
。
布
製
お
む
つ
を
自

宅
で
洗
濯
し
て
使
う
場
合
の
費
用
は
、
一
カ
月
三
、
六
〇
〇
円
く
ら

い
で
す
か
ら
、
紙
お
む
つ
だ
け
で
育
て
る
場
合
に
は
、
数
倍
以
上
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
気
を
つ
け
た
い
注
意
点
と
マ
ナ
ー
〉

　
紙
お
む
つ
と
は
い
う
も
の
の
￥
水
洗
ト
イ
レ
に
は
流
せ
な
い
も
の

が
多
い
の
で
、
表
示
を
よ
く
確
か
め
ま
す
。
付
着
し
た
大
便
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
健
康
状
態
を
確
認
し
た
う
え
で
．
必
ず
ト
イ
レ
に
捨
て
ま

し
ょ
う
。
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冒一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　簾　　　　　　　　　　　　　　　鑓　　　　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　　　　　鐵　　　　　　　　　　講　　　　　　　　顯　　　　　　　購　　　　　鍵

あし歯のないよい歯の子
　（3月の3歳児健診を受けた子47人）

氏　名 住　所 保護者名

小林　　　啓 昭和町　1 秀　昭

河原崎要平 昭和町　2 正　之

村山ゆかり 四　日　町　3 訓

桑原　　裕輔 本町7－2 政　成

小川　　さ麗 四　日　町　4 好　一

宮沢　　聡史 伊　　達　　2 勝　則

桑原　　晴美 土　　市　　1 喜　男

江村　　　浩 土　　市　　1 信　浩

水落　　大輔 貝　　ノ　　川 好　夫

近藤江里子 下条栄町 隆

太田　　貞子 南　　鐙　　坂 恵美子

　　作業停電
◆4月2日（幻　午後1時～5時

中条旭町の一部、塚田、太子堂

の全部　◆4月5日㈹　午後1

時～5時　塩野、願入の全部

4月24日㈲　大井田コミ・

　　　　　ティセンタ

時間は午前10時～午後3

一明日といわず今献血を

7日池田医院（本町西1、盈52－2581
　　上村病院（中里村田中、奮63－2111
14日　第二藤巻医院（川西町上野、費68－2018

　　津南病院（津南町大割野、盈65－3151

21日　山ロ医院（袋　町　　中、盈52－2174

28日中条病院（北　　原、奮57－3018
29日　富田医院（神　　明　町、盈52－3269
（天皇誕生日）

菱
騨
嚢
繋
圏
麟
勿

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

4
月
1
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

56
年
1
0
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

4
月
1
6
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
2
時

58
年
1
0
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

4
月
2
4
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

59
年
1
2
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

4
月
2
2
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

59

年
6
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
諒
欝
伽
鐸
隷
纒
難
蕪
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
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